














Letter to the Editor as Word of Mouth: 
Case Study on Letters to the Editor of Newspapers  
Concerning Direct Marketing 




   (1) クチコミ 
   (2) 新聞投書 
   (3) 通信販売の新聞広告 
3. 通信販売の新聞投書等の事例 
   (1) コレラ 
   (2) ハガキでの注文の間違い（記事） 
   (3) 配送の遅延 
   (4) 時計の通販の粗悪品 
   (5) 記念はがきの販売方法の提案 









































ーケティングの対象となってきている（Godes, D., & Mayzlin, D、2004、545 ペ
ージ）。このようにクチコミ一般に利用されるメディアの範囲が拡大したことを
挙げることができる。それに伴って、現在のように SNS が普及し、多数のフォロ


































年 11 月 2 日の創刊号において投書を求める社告をだしている。その後の社告(2)に
おいて、「寄書（よせぶみ）に金を添へて御遣はしのかたも有りますが是まではい
づれもおかへし申たれど以後は手がかかるゆゑ金を添へておつかはしはご無用」










 (2) 新聞投書 
 新聞の投書欄については、最初の日刊新聞とされる『東京日日新聞』において、














を書くように要請されている（『読売新聞』、1874（明治 7）年 11 月 2 日、2 ペー
ジ）。同新聞は第 2 号から第 4 号がデータベースから欠落していて、投書があっ
たのかは確認できない。第 5 号では「投書（よせぶみ）」の欄が設けられている。
そこには、「諸君子より弊社へ新聞に出して呉ろといつて贈（よこ）された書物（か




ちう進いたす者は     無益坂（くだらざか）の中段に住 悪口云兵衛 
（このあとに実際のいろは歌の評が７つある。） 
     ○ 
わたしの隣りの娘子がうたつて居るのを聞たゆゑ皆さんに御ひろふいたしま
す                       三味せん堀 糸屋駒吉 
（このあとに替え歌と甚句がそれぞれ１つある） 













『東京絵入新聞』『仮名読新聞』の 3 紙の投書欄について 1880（明治 13）年まで





























者向けであり、物財であるものとしては、1875（明治 8）年 6 月 24 日の輸入ビ
ールの広告となる。 
 
図表 1 通信販売の広告 
商品名 発行日 商品区分 顧客区分 判断 
新聞 1874 年 11 月 10 日 物財 最終消費者 △ 
ペンキ油 1875 年 4 月 28 日 物財 事業者 ○ 
理髪 1875 年 6 月  2 日 サービス 最終消費者 ○ 
料理出前 1875 年 6 月 19 日 サービス 最終消費者 △ 
輸入ビール 1875 年 6 月 24 日 物財 最終消費者 ○ 
書籍 1875 年 7 月 10 日 物財 最終消費者 △ 
雑誌 1876 年 1 月  9 日 物財 事業者 △ 
医薬品 1876 年 3 月 10 日 物財 最終消費者 ○ 
玉蜀黍種子 1876 年 4 月 物財 事業者 ○ 












 (1) コレラ 
 最初の事例は、コレラへの対処法に関する投書について、それに関する新聞社
への質問の投書とその回答の記事という流れとなっている。竹原（2005）による
と、「1877(明治 10)年に維新後初めてコレラが流行し、さらに 1879（明治 12）年
には死者 10 万人以上にのぼる全国的な流行」（竹原、2005、38 ページ）が発生














さし給わざること（略）                 新宮誠二記 








面倒でもお教諭を願ひます                  與野爲藏 


















      （『讀賣新聞』、1877（明治 10）年 10 月 3 日、2 ページ、記事） 
 
この概略と説明は次の通り。 























いての質問という 2 点が特徴といえる。 
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のクレームである。現在では 2 日の予定が 25 日というのはあまりないかもしれ
ないが、予定日に到着しないことは今もあり、直接事業者へクレームをいうか、
場合によっては SNS に書く場合もあろう。 
 












広島の天尚堂という販売広告に驚いた。奮発して 2 円 50 銭の実用的な懐中時計


























ンターネットの e クチコミと同様の機能の一部を果たしていたことがわかる。 
 














（『讀賣新聞』、1902（明治 35）年 6 月 26 日、6 ページ） 
 
 この投書は、記念絵はがきを買おうとおもって発売日の 18 日の翌日と翌々日
に販売店を 30、40 軒も訪れたが売り切れていた。発売日が 1 日では少ないとい
う内容である。 
 この投書から 4 年後の 1906（明治 39）年に日露戦争の戦勝記念の絵はがきが
発売され、「江戸橋郵便局の雑踏」（『讀賣新聞』、1906（明治 39）年 5 月 2 日、
３ページ）の記事があり、さらに 5 月 7 日には「紀念葉書賣出の混亂」という記
事で各郵便局の混雑が報じられ、逓信省の失態が指摘されている（『讀賣新聞』、




  投書 
  紀念葉書賣出方法 












 第一 記念はがきを希望する者は往復はがきに 20 銭の記念切手を貼付して住
所氏名を詳細に記入して請求する。但し 1 家族 1 組に限定する。 
 第二 発売の期日を定めて公示する 























































































 (3) 森田（1996）によると、1871（明治 4）年 11 月に「六大区制とし、一大区内に 16 の小




 (4) 天賞堂の 1889（明治 22）年 12 月 23 日の広告（『読売新聞』、別刷１面）をみると、保
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